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ＭＥＣＣは環境保全に関する専門的知識 ・ 経験を生かし、 地域市民や団体 ・ 自治体に助言などを行う団体です

　田んぼの多面的機能・価値の啓蒙活動の一環とし

て行っている「田んぼを食べるプロジェクト」通称

「ＴＴＰ」。お米だけではなく、田んぼの生きものた

ちも含めて食を考えていく取り組みです。特定非営

利活動法人日本オーガニック＆ナチュラルフーズ協

会、食楽風土の共催によりＴＴＰ-２が行われまし

た。今回は昆虫食にテーマを絞って募集したところ、

スタッフを含めて参加者は30名になりました。

　第一部では昆虫食の世界での位置付けや、どのよ

うなものが食べられているかをMECC会員の林 鷹央

が解説。昆虫は飼育の容易さや歩留まりの高さから、

人口爆発を起こしている人類の食料として注目され

ています。また、畜産は欧米の文化であり、世界的

には昆虫食文化のある国の方が多いこと。特に海の

ない内地では昆虫食文化が多かったりします。
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T T P - 2（田んぼを食べるプロジェクト第 2 回)
2 0 1 8 年 1 1 月 1 8 日（日） 杉並区荻窪地域区民センター調理室

MECCだより
武蔵野・多摩環境カウンセラー協議会広報紙 第４９号 ２０１９年 ３月

　第二部ではタガメ、ゲンゴロウ、コオロギ、竹虫

（バンブーワーム＝タケツトガの幼虫）の試食が行わ

れました。食材は国産のものは手に入らず、東南ア

ジアのものを使うことになりました。在日タイ人は

タガメやコオロギを普通に食べるので、タイ食材店

にはこれらのものを扱っているところもあります。

　タガメは乾燥したものを砕き、バニラアイスク

リームに混ぜて香りを出しました。ゲンゴロウは同

じく茹でて乾燥させたものをそのまま。また、炒め

たものを砕いてクッキーにしました。

　コオロギは肉感があるのでごま油と混ぜてペース

トにして、クラッカーやカブにつけて味わいました。

バンブーワームは素揚げに抹茶塩、カレー粉、塩な

どをつけてスナック菓子などのように楽しみました。

ゲンゴロウと、できたクッキー

料理人 安田花織さんの手元に見入る参加者
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　相模原市工業団地の一角にある工場に、まず「靴の

消毒」を済ませてから入場。この会社は食品廃棄物を

液体飼料に加工して養豚に活用するという完成型の

「リサイクル」を行っていて、昨年12月「第2回ジャ

パンSDGsアワード」で大賞「内閣総理大臣賞」を受賞

している（4ページ記事参照）。

　高橋社長の講義では、何故食品余剰物がここに運

び込まれているのか、そのことの解説から始められ

た。膨大な食品の余剰物が捨てられ又は焼却され、

それに多くの税金が使われている現状から、それを

少しでも有効活用できないかと考え、「飼料化工場」

を立ち上げることにされたという。まず対象物を

「食品循環資源（余剰食品）」に絞って、いわゆる「食

べ残し」や「残渣物」は扱わないこととし、それを

「液体飼料化」することの研究開発を行った。それ

が現在「エコフィード認証」を受けるに至ってい

る。現状35トン/日の余剰食品を受け入れ、加工し

て 45トンの液体飼料を生産。契約養豚農家に使っ

てもらうと、その豚肉は付加価値の高い肉として流

通している。また、分別工程などでは、障害（碍）

者雇用も生産性向上の効果として捉えられていた。

　社会側からは日本オーガニック＆ナチュラルフー

ズ協会の高橋理事長が、オーガニック認証の意味が

分かるTTP取り組みへの期待と、農家さんの収入が

上がることでオーガニック栽培を続けていけること。

経済側からは大手メーカーの方からの意見。万単位

の社員を養うために効率の良い経営を考えると、昆

虫は一年中繁殖できる外来のコオロギであったり、

特定機能食品になるような栄養素を持った蚕の仲間

になるだろうとのこと。

　環境を守るための自然の恵みを楽しむ文化＋効率

重視の養殖でタンパク源確保という二本柱で、対立

ではなく二筋の流れで進めていければよいのではな

いか？様々な意見が出ることによって、それぞれが

取組むべき課題などが見えてきたようです。

　初めて虫を食べ

た人が多かったの

ですが、みんなで食

べれば意外と怖く

ないとの感想。た

だ、料理人は昆虫を

調 理 す る の は 辛

かったとのことで

した。

　第三部は「環境・社会・経済の三者ディスカッ

ション」として、昆虫食について違った立場から、

「個人的見解」を語ってもらいました。環境側から

は私が食べることで環境への意識を高め、生物多

様性を守る提案を。

コオロギ味噌をカブにつけて

理事　川口　尚文

H 3 0 年度 ME C C 環境施設見学会
2 月 1 2 日（火）　（株) 日本フードエコロジーセンター（相模原市）

参加：会員 11 名、他 EC 関連 10 名 計 21 名

　廃棄物の受け入れ現場で、我々が驚いたのはおにぎ

りやパスタなど何と消費期限以内のものや、野菜加工

の残り等が次々に運び込まれていて、そのまま食べら

れる物も廃棄物となっていることである。食品リサイ

クルについては、我国は法整備でも世界に先行してい

るし、国民の意識も高いハズであるが、どの位の量や

品種がどのようにリサイクルされているか、最終処分

（焼却ほか）になっているかの、実態はなかなか正確に

は捉えられていない。
加工後の液体飼料
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　高橋社長の講義・現場見学の後、「食品ロスリボーン

センター」の山田英夫代表（MECC会員）のお話も交え

て質疑応答があった。当日の昼食は何とその「ブラン

ド豚」の一つ「優とん」（小田急百貨店系列で販売）の

お弁当。おいしくいただいた。

　当日の講義内容や現場見学は、「食品ロスに新たな価

値を」という企業理念のもと、正しくSDGsの多くの項

目を包含する奥深い示唆に富む濃い内容のものであっ

た。そして高橋社長も言われていたが、持続する社会

のために「賢い消費者」を熟考する良い機会であった。

参加者の皆さんから大変有意義であったとの感想をい

ただいた研修となった。

若林　高子

環境カウンセラー研修（関東地区）でのワークショップ実施
1 月 1 5 日: 専門研修　③循環型社会の形成　

コーディネーター望月眞 / ファシリテーター山田英夫・山田玲奈・林鷹央・著者

　環境カウンセラー研修（関東地区）は午前中の全

体研修と事例発表に続き、午後の専門研修は、①

地球温暖化対策 ② 学校教育 ③ 循環型社会の形

成 ④ 生物多様性の保全に分けて行われ、私は ③

にファシリテーターとして参加しました。

　③ 循環型社会の形成では、最初に望月眞さんが

「身近にある３Ｒへの取組」について講演、その後、

ワークショップによる発表資料作成まで、活発な意

見交換が行われ次のような意見が出されました。

・ゴミの再資源化を進め再生率を向上させる。生ゴ

ミの有効活用（コンポストで有機肥料化）など。

・ゴミステーションの改善。ゴミの出し方に関して

は、11種類に細分化して出させる自治体（部厚いマ

ニュアルを作成）から、大ざっぱでカラス対策が必

要な所まで千差万別。

・あまり細分化すると、認知能力が低下した高齢者

や外国人には分別が困難。地域でのサ

ポート体制が求められる。

・３Ｒの推進。ビン、カン、紙資源の

回収はかなり進んでいる。今後はリ

ターナブル容器の普及、プラ容器から

紙容器への転換、使用済み容器の有料

回収（買い戻し）、ポイント還元等を進

めたい。

・資源回収システムの見直し。宅配弁当やネット通

販等が増えているが、使用済み容器や梱包材は回収

していない。納入業者に回収させる仕組みづくりを。

・将来的には過疎地での回収拠点としてバス停や郵

便配達、宅配便（復路）の活用も考えたい。

　プラゴミ再資源化の現状と課題を中心に話し合わ

れましたが、全体を通して感じたことは、高齢化社

会の進展で、市町村任せの収集の現状を打開して行

政とのパイプをつくるためにも、メーカーや小売・

物流業界も巻き込んだ回収システムを確立するため

にも、環境カウンセラーが主体となって取り組もう

という積極的な方々が多かったことでした。

　MECCメンバーでは、午前中に林家カレー子さん

が「私の環境漫才と環境カウンセラーの活動」を

事例発表、最後は一条美智子さんが閉講の挨拶を

されるなど、その活躍ぶりが光っていました。

見学会参加者

4組に分かれてのワークショップの様子
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　食品リサイクル法に基づく基本方針などの見直しに

向けて環境省は、平成31年  2 月15日（金）から同年

 3 月16日（土）までの間、意見を募集（パブリックコ

メント）し、食品製造業以外はより高いリサイクル率

を提示、また発生抑制の取り組みなどを求めています。

　食品の資源循環として地域におけるSDGsの実現を図

ろうと、食品の中でも、まずは防災備蓄食品をメイン

に都内、都下を中心に活動する「一般社団法人　食品

ロス・リボーンセンター」では、様々な関係者とお取

り組みをさせて頂いております。団体の食品リサイク

ルのパートナーである「株式会社　日本フードエコロ

ジーセンター」が昨年12月末、ジャパンSDGsアワー

ドのSDGs推進本部長（内閣総理大臣）賞（下記参照）

を受賞したこともあり、より多

くの環境カウンセラーの皆様に

見学頂き、繋がりを深めお互い

地域での活動がより広がればと

思い、見学会を企画させて頂き

ました。

　ジャパンSDGs アワードは，

SDGs達成に向けた企業・団体等

の取組を促し，オールジャパン

の取組を推進するために，2017

年6月に創設されました。SDGs

達成に資する優れた取組を行っ

ている企業・団体等を、SDGs推

進本部（H28年閣議決定され、本

部長が内閣総理大臣で首相官邸

に設置）として表彰するもの

で、NGO・NPO，有識者，民間セ

クター，国際機関等の広範な関係者が集まるSDGs推進

円卓会議構成員から成る選考委員会の意見を踏まえて

決定されます。

最新の食品リサイクル法に関する動きとジャパンSD G ｓアワード

山田　玲奈

　第1回SDGs推進本部長（内閣総理大臣）は「北海

道下川町」が受賞され、第2回である今回、「株式会

社日本フードエコロジーセンター」が受賞し、首相

官邸で授賞式がありました。受賞内容を下図でご紹

介しています。

　このような取り組みから、（一社）食品ロス・リボー

ンセンターと㈱日本フードエコロジーセンターでリサ

イクルする食品は、障害者雇用に寄与する形で分別作

業を組み入れ、リキッドフィードの工程に送って飼料

化しています。更にエコフィードを飼料とする生産農

家の育成、販路の拡大を目指しています。

　食品ロス問題は、発生抑制、リサイクル両方の実態

を、地域社会の構成員である企業、自治体、市民また

子どもたちへ伝えることで意識を変え、食品ロス削減

の消費行動へと繋げることができるのではと思います。

そこに環境カウンセラーの可能性を感じています。


